
お知らせ 
 

平 成 ２ ０ 年 ４ 月 １ ５ 日 

受信環境クリーン中央協議会 

 

 

電波障害防止に関する功労者の表彰について 
─ 個人８件、団体２件に対し ─ 

 

 

受信環境クリーン中央協議会（会長：岡井 元 財団法人電気通信振興会理事長）は、電波障

害防止に関し、顕著な功労のあった次の個人及び団体に対して表彰を行うこととしました。 

なお、表彰式は、来る４月１７日（木）午後５時１５分から霞ヶ関ビル３３階東海大学校友会

館「望星の間」で行う予定です。 
 
 

【個 人】                               （順不同、敬称略） 

氏  名 職  業 実績の概要 

 

 

こ ばやし     まさる  

小 林   勝 

 

 

 
元・ＮＨＫ職員 

前・(社)電波産

業会     

長年にわたり放送の送信・受信技術業務に従事され、テレビ・ラ
ジオの放送受信環境の維持改善に尽力された。とりわけ、昭和50年
代以降の急激な都市化による都市雑音の増加に伴って悪化した受信
環境の改善に向けて、中継局の送信対策や地域に合った受信アンテ
ナ設備の普及に取り組まれ、放送受信環境の維持改善に大きく寄与
した。さらに、ＮＨＫ退職後も電力系の団体で電波障害改善指導に
あたり、送配電線などからの雑音障害の未然防止に努められ、その
後、社団法人電波産業会で放送のデジタル化に向けたアナログ周波
数変更対策の推進にも尽力し、関係業界の指導役として多大な貢献
を果たした。 

 

 

 

おおつか    けんせい 

 大 塚   健 生 

 

 

 

東芝テクノネッ

トワーク（株） 

昭和４５年に東芝家庭電器サービス（株）（現東芝テクノネット
ワーク(株）)に入社以来テレビ電波障害解消関係に携わる。（社）
日本ＣＡＴＶ技術協会関東支部調査部会幹事となって以来10年余に
わたって建造物障害によるテレビ電波障害に係る調査要領の策定等
に努めた。また、地上デジタル放送の開始に伴って建造物障害調査
に関する研究委員会等地上デジタル放送に関する各種委員会委員と
して地上デジタル放送の開始に向けた建造物障害予測調査要領の作
成に携わるなど、一貫してテレビ電波障害解消業務の調査・研究、
普及に努めるとともに技術の向上に多大な貢献をした。 

  
 

きたむら      はじめ 

北 村   肇 
 

      
東海旅客鉄道㈱

静岡支社工務部

電気課 

 旧国鉄入社以来一貫して通信関係業務に従事し、列車乗務員（運
転士・車掌）と列車運行管理を担う輸送指令員が使用する列車無線
装置、非常時に運転中の列車を緊急停止させるための列車防護無線
装置及びその他多数の無線設備を適切に維持管理するとともに、こ
れら設備の保守を担当する社員及び保守業者に点検・設備に必要な
技術指導を的確に行なうことにより電波障害防止に貢献した。ま
た、無線設備を適正に維持更新するための各種免許申請を電波法に
のっとり適切に行ない、電波利用の公共性を維持するとともに安定
的な受信環境の確保に貢献した。 



 

 

 

 

 

 

た ぐち   しず お  

田 口  倭 生 
 

 
日本電設工業
(株)情報通信
本部 

東北・上越新幹線沿線の地上デジタル放送の受信状況調査及び住
民との新たな受信補償計画策定の業務委託及び技術支援要請をJR東
日本から受けた日本電設工業(株)の総括作業責任者として、地上デ
ジタル放送の完全移行に対する受信補償計画作成に関して次の具体
的対応を行なった。①地上デジタル放送の受信状況の調査に関して
は、端子電圧、等価C/N比等から受信評価できる調査測定システム
を確立し、2007年10月までに補償対象世帯である544組合12万7千世
帯の受信評価のデータを採取した。②住民との受信補償業務に関し
ては、通信事業者が補償業務を引き受けてサイマル方式の実現に努
め、実際に住民説明会にも積極的に参加し、内容の理解を得る努力
と説明者（渉外員）への教育及び指導を行なった。 

国鉄時代から現在に至るまで新幹線に関わるテレビ受信障害対応

を行い、地上デジタル放送完全移行に対する方針の検討にも積極的

に努め、住民に対する新たな補償を実現するために地上デジタル放

送の調査測定システムの確立と補償内容の検討、渉外活動の実施な

どその功績は大である。 

 

 

 

 

 

 

 

もり    のりかず 

森   章 和 

 

 

 

 

       
前・(社)日本ア

マチュア無線連

盟 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 昭和５７年から平成１９年までの２７年間にわたり、(社)日本ア

マチュア無線連盟の電波障害対策の牽引者として、電波障害対応の

指導を始め障害原因の特定や対応策等に関する実務をし、連盟とし

て全国統一的に電波障害に取り組むために監査指導体制や技術的な

防止対策等の周知・啓蒙活動を行なった。さらに、電波障害中央防

止協議会の活動に参画し、企画広報分科会の委員として電波障害に

係わる広報活動を行なった。平成９年に同分科会の座長として協議

会の名称変更に携わり、現在の組織である「受信環境クリーン中央

協議会」の実現に寄与した。  

 

 

 

かた の     まさ とし 

 片 野  正 敏 

 

元・ＮＨＫ職員 

前・(株)ＮＨＫ

アイテック 

ＮＨＫ在職中は、長年にわたり放送の受信改善業務に携わり、良

好受信に向けた受信環境の維持・改善に貢献した。また、ＮＨＫ退

職後も株式会社ＮＨＫアイテックにおいて建造物による受信障害の

改善対策などに陣頭指揮をとり受信障害の改善に大きく寄与した。

 

 

お  がわ     あきら 

 小 川  明 

 

 

 

 

名古屋大学大学

院工学研究科電

子情報学専攻教

授 

 

 

小川明氏は、通算約12年の長きにわたり、東海受信環境クリーン

協議会の技術部会長及び会長として、当協議会の運営に尽力すると

ともに、主に放送の受信障害（ブースタ発振）に関する調査研究及

び発振メカニズムの検証に指導的な役割を果たすなど、電波技術の

開発・普及に著しく貢献した。 

 

その だ   けんいちろう 

 其 田 建 一 郎 

 

松山市立南中学

校 校長 

「受信環境クリーン図案コンクール」の審査委員を第３１回（平

成１０年度）から４０回（平成１９年度）まで１０年間担当した。

特に第３６回（平成１５年度）からは審査委員長として審査に尽力

した。 

 
 
 
 
 



 

【団 体】 

氏  名 実績の概要 

 

 

独立行政法人
どくりつぎょうせいほうじん

 鉄道
てつどう

建設
けんせつ

・

運輸
う ん ゆ

施設
し せ つ

整備
せ い び

支援
し え ん

機構
き こ う

 鉄道
てつどう

建設
けんせつ

本部
ほ ん ぶ

 東京
とうきょう

支社
し し ゃ

   

 

東京都秋葉原から茨城県つくば市に至る常磐新線（つくばエクスプレ

ス）建設に際し、沿線住民の電波受信環境確保のため、電波障害防止の

社会的重要性を深く認識し、建設後の構造物及び列車走行によるテレビ

電波受信障害を事前に調査・予測してその対策を実施した。これによ

り、沿線住民の十分な理解と協力を得て、常磐新線開業後のテレビ受信

障害の積極的な解消に努め、電波障害対策の推進に大きく貢献した。 

 

 

 南風原町立南星中学校
はえばるちょうりつなんせいちゅうがっこう

 

 

「受信環境クリーン図案コンクール」に沢山の作品を応募し、受信環

境クリーン中央協議会会長賞及び奨励賞、並びに沖縄受信環境クリーン

協議会会長賞及び奨励賞を多数受賞するなど、優れた作品を提出すると

ともに、美術の授業を通じて電波障害防止に関する知識の普及、周知、

啓発に多大な貢献をされた。 

 

＜参 考＞ 

 受信環境クリーン中央協議会では、本件表彰を昭和３４年（１９５９）から毎年実施しており、

今回で５０回目となります。 

 

 

 

連絡先：受信環境クリーン中央協議会 事務局 

     （財団法人電気通信振興会内） 関 

（電話０３－３９４０－３９５５） 

 


